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未来を拓く、ものづくりを
昭和10年（1935年）、「化学機械の国産化」という使命を担い、三菱化工機は誕生しました。
「遠心分離機」、「ろ過機」、「その他産業機械」を当社機械事業の柱として、お客様のニーズ
に適うものづくりを目指し、創立以来化学工業の発展・成長を支えてきました。

めまぐるしく変わるグローバルな社会の未来を、お客様と共に拓いていきたい。
新たなニーズと私たちが長年培ってきた技術・ノウハウを調和させ、国内はもちろん海外に
向けたお客様の発展と成長を支えていけるような、そんなものづくりを三菱化工機は追求
していきます。
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業種から探す
[上段] 主な対象処理物

[下段] 各機器略称

半導体

◦シリコンインゴット切削用砥粒、
　切削シリコン粉の回収
　DyF，DZ
◦シリコンインゴット切削用クーラント
　液の回収
　DyF，DZ
◦苛性ソーダ溶液
　ST

◦アミノ酸
　HZ/HZ-Si，YF
◦澱粉
　HZ/HZ-Si，DZ，DF，YF
◦糖アルコール
　HZ/HZ-Si，SF
◦健康食品
　HZ/HZ-Si，DZ，YF，PD
◦植物油脂、動物油脂

DF, YF，BBF，SJ，DZ，HZ/HZ-Si
◦飲料
　SJ，DZ，HZ-Si
◦健康飲料
　DF，DZ
◦加工食品
　SJ，DZ, NF

食　品

◦カーボン、ベントナイト
　SJ，DZ，SF
◦活性炭
　PD，SF，NF
◦トナー原料
　HZ/HZ-Si，DyF
◦ナイロン
　PD
◦ポリエステル
　DZ
◦ポリ乳酸
　HZ/HZ-Si
◦界面活性剤
　SF, YF
◦リグニン硫酸塩
　PD
◦ポリアクリロニトリル
　BBF，DF，HBF
◦高純度テレフタル酸
　BBF，TEM，YF
◦ビスフェノールA
　BBF，YF，HZ-Si
◦合成ゴム原料
　TEM，PD
◦PEG/PAG
　SF

◦ファインセラミックス
　DZ，DyF
◦農薬原料
　HZ/HZ-Si，　 
　SF，BBF，
　YF，PD
◦漂白剤
　YF, DF
◦有機溶剤/水、
　溶剤/溶剤、
　油脂/水
　SJ
◦硫黄
　PD
◦シリコーンオイル
　SF
◦化粧品
　SF，DyF
◦医療材料
　DyF
◦飼料原料
　BBF，YF
◦顔料、染料
　HZ/HZ-Si,
　NF，SJ，HBF

化　学

◦レアメタル
　HZ/HZ-Si，SF
◦圧延材洗浄液
　SF，SJ，DZ
◦圧延油
　SF，SJ，DZ
◦金属粉
　HBF，DZ，SJ，SF
◦水酸化アルミ
　HZ/HZ-Si，BBF，YF，DF
◦氷晶石、鉱石
　BBF，YF
◦リサイクル
　NF，HZ/HZ-Si
◦触媒

HZ，SＦ

非鉄金属

エネルギー

◦IPP/発電所向け冷却水
　SCRN，ST
◦LNG気化器用海水
　SCRN，ST
◦石油、重油
　SEM，TEM，SJ，DZ，BBF
◦排脱石膏
　YF，BBF
◦焼却飛灰
　DZ，BBF，DF，SF

◦樹脂
　SF，BBF，HBF，HZ/HZ-Si，DZ，
　NF， TEM，PD
◦酸化カルシウム、水酸化カルシウム
　SJ
◦磁気テープ材料
　DZ
◦熱交換器用冷却水
　SCRN
◦酸化チタン
　BBF，DF，DyF
◦バイオプラスチック

HZ-Si，DZ，SJ，SF，BBF，YF，DyF

水処理

◦下水
　SCRN，ST
◦海水淡水化プラント
　SCRN，ST
◦下水汚泥
　DZ，DF
◦廃水
　SF，DZ，

◦PDP用銀
　DZ，DyF
◦液晶フィルム材料
　SF
◦電子材料
　DyF，SJ，DF
◦正極材、負極材
　SF，SJ
◦銅箔圧延油
　SF，SJ

エレクトロニクス

◦医薬中間体
　SF，YF，HZ/HZ-Si，HZ-PｈⅡ，
　BBF，PD
◦菌体
　SJ，BBF

医　薬

◦バイオエタノール
　SF，HZ/HZ-Si，DZ，HBF
◦バイオディーゼル
　SJ，DZ，HBF，DyF
◦バイオガス
　DZ
◦バイオマス発電所向け冷却水
　SCRN，ST
◦藻類バイオ燃料
　SJ，SF，BBF

新エネルギー

各機器略称一覧
◆HZ…………ピーラーセントリフュージ
◆HZ-Si ……サイホンピーラーセントリフュージ
◆HZ-PｈⅡ …GMP対応ピーラーセントリフュージ
◆DZ…………デカンタセントリフュージ
◆SJ …………ディスクセパレータ

◆YF ……ヤングフィルタ
◆BBF …ブローバックフィルタ
◆DF ……ドラムフィルタ
◆SF ……シュナイダフィルタ
◆NF ……ヌッチェフィルタ
◆HBF …水平ベルトフィルタ
◆DyF …ダイナフィルタ

◆SCRN …スクリーン
◆ST ………三菱イートンストレーナ
◆SEM ……サイドエントリーミキサ
◆TEM ……トップエントリーミキサ
◆PD ………プレートドライヤ
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CENTRIFUGE
— 遠心分離機  —

型式概要・適用範囲 （CENTRIFUGE） ………………………………………………… 4

ピーラーセントリフュージ（HZ） / サイホンピーラーセントリフュージ（HZ-Si） ………  5 , 6

GMP対応ピーラーセントリフュージ（HZ-PhⅡ） …………………………………… 7

デカンタセントリフュージ（DZ）/分離板型デカンタセントリフュージ（DZ-V） ………… 8

ディスクセパレータ（SJ,OP） …………………………………………………… 9 , 10

CENTRIFUGE

HZ-Si

HZ, HZ-PhⅡ
遠心ろ過・脱水 バッチ式

サイホン型

バスケット型

遠心沈降

バッチ式 分離板型 OP

SJ

DZ, DZ-V
連続式

分離板型

デカンタ型
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ピーラーセントリフュージ（HZ） 

ピーラーセントリフュージ(HZ)は、バッチ式横型遠心ろ過機
です。
高い遠心力(MAX2000G)を加えることにより、ケーキ含水
率を低減します。この他、横型の特長が多々あります。
また、更に高い脱水効果を得られる高遠心力タイプ(HZ-G、
MAX3000G)もラインアップしています。

2. 概　要
◦遠心分離機の振動を防止したい
◦処理能力を向上したい
◦ケーキのハンドリングを良くしたい
◦高品質な製品の処理をしたい
◦危険物の処理をしたい

1. 解決できるご要望

);γϦʔζ֎؍

①振動の少ない横型バスケット遠心機
重力の影響を受けない横型バスケット遠心機であるため、
均一なケーキ層（脱水固形分)の形成が可能です。
均一なケーキ層を形成するため、振動が少ない安定した運
転ができます。
②各工程間の増減速が不要
ケーキ掻取時の増減速が不要なため、時間とエネルギーが
節約でき処理量が向上します。
③パウダー状のケーキ回収が可能
幅広スクレーパーによりケーキ層を薄く掻き取るため、パ
ウダー状のケーキが回収でき、次工程へのケーキのハンド
リングが容易で乾燥効率が向上します。

④コンタミ防止対策
ケーキ掻取部が、給液部よりも上部にあるため、異物混入、
スラリーの飛散、液垂れによるコンタミを防ぐことが可能です。
⑤メンテナンスが容易な構造
本体扉がフルオープン可能な構造のため、ろ布交換や内部
清掃及び点検が容易に行えます。
⑥密閉構造
作業環境を汚染することなく防爆用途にも適します。（不活
性ガス封入可能、耐圧3kPa）

3. HZシリーズの構造と特長

化学：ABS、PPS樹脂、ハイドロキノン、各種高機能樹脂、医薬中間体、トナー、農薬など
食品：各種スターチ、アミノ酸、糖アルコール、人工甘味料など
肥料：硫安など
金属：貴金属、水酸化アルミ、フッ化アルミ、電解加工液など

①基礎層剥離システム（乾式及び湿式による基礎層剥離）
②機内洗浄ノズル
③保温・保冷等処理条件に適した特殊設計が可能
④スキミング装置
⑤高遠心力対応(MAX3000G)

5. オプション

4. 用　途

ඪ४όεέοτ);
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サイホンピーラーセントリフュージ（HZ-Si）

◦より高い脱液率、より高い処理能力、
　高度なケーキ洗浄処理をしたい
◦洗浄液量を低減したい
◦ろ液を製品として回収したい	
◦遠心ろ過工程の振動を抑えたい
◦ろ材や基礎層の目詰まりを軽減したい

1. 解決できるご要望

遠心力に加えてサイホン効果を併用できるため、様々な特長
を発揮します。
①処理能力の増大
　従来のバスケット型遠心ろ過機に比べて、ろ過速度が速く
短時間で処理が可能なため、1.5倍から2倍の処理能力向
上が期待できます。
②含水率の低下
　ケーキの含水率を更に低減させることが可能です。その為、
後段の乾燥コストの節減にも貢献します。
③ケーキ洗浄効果の向上
　洗浄液のろ過速度の制御やホールド洗浄ができるため、ケー
キ中の不純物除去率が高く、より均一な品質の製品を得る
ことが可能です。また洗浄液量の節減にも貢献します。

④振動防止効果
　サイホン室内の液面を高くし、バスケット内の液面との有
効圧力差を小さくする事により、ろ過速度を遅くすることが
できます。ケーキ層はバスケット内で均一に形成され、給
液時にケーキ分のアンバランス付着による振動発生を防ぐ
ことが可能です。
⑤目詰まり防止・長時間連続運転が可能
　自動逆洗浄により、ろ材及び基礎層の目詰まりを防止、長
時間の連続運転が可能になります。
⑥抽出・反応操作が可能
　バスケット内に分離固形分とろ液をホールドすることができ
るため、抽出が完了した後脱水することも可能です。	

3. HZ-Siの構造と特長

2. 概　要

サイホンピーラーセントリフュージ(HZ-Si)は、従来の高い遠心
効果に加え、独特のサイホン機構による真空圧をプラスした
バッチ式横型遠心ろ過機です。
また、運転中にろ過速度を任意に変更が可能で、ろ材の逆洗
浄が出来るため、応用範囲を更に広げた多目的な遠心ろ過機
です。

化学：ABS、PPS樹脂、ハイドロキノン、各種高機能樹脂、
医薬中間体、トナー、農薬など

食品：各種スターチ、アミノ酸、糖アルコール、人工甘味料、
機能性食品原料など

肥料：硫安など
金属：貴金属、水酸化アルミ、フッ化アルミ、電解加工液など

①基礎層剥離システム（乾式及び湿式による基礎層剥離）
②機内洗浄ノズル
③保温・保冷等処理条件に適した特殊設計が可能
④スキミング装置

5. オプション

4. 用　途

A.	従来のろ過
B.	サイホン式のろ過（ろ過速度を遅くする状態）
C.	サイホン式のろ過（ろ過速度を速くする状態）
H.	有効圧力差（HB＜HA＜HC）
1. バスケット
2. ろ材
3. 排出孔
4. サイホン室
5. サイホンパイプ
6. ろ液
7. ケーキ層

A B C

1 5

6
4

2 3

5

6
3

2

1

HC
HBHA

6 3

2
7

71

4
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GMP対応ピーラーセントリフュージ（HZ-PhⅡ）

◦クリーンルーム内に遠心分離機を設置したい
◦製品へのコンタミを防止したい
◦GMP対応の遠心分離機を使いたい
◦機内洗浄性の改善をしたい
◦製品回収率の改善をしたい

①クリーンルームへの設置が可能
　クリーンルームと一般エリアの間を仕切る壁面を利用し、プ
ロセス部分をクリーンルーム内に、コンタミの原因となり易
い機械駆動部分を隣室の機械室に設置することが可能です。
　機械駆動部分のメンテナンス作業を一般エリアで行うため、
クリーンルームを汚染する可能性が少なくなります。
　また、クリーンルーム内の設置容積を削減することが出来
ます。
②機内洗浄後の確認が容易な全面開閉ケーシング
　プロセス部分は完全に開放されるので、バスケットの裏側
や軸部分まですべてが見易い構造です。
　CIP洗浄が行え、かつ洗浄後の検査も容易に行える構造と
なっています。
またケーシングは、自動クランプリングを採用したことによ
り簡単に開閉が出来ます。

③バスケット内残留ケーキの回収が可能
ケーキ排出工程の後、バスケットの表面に設けられた多数
の孔を利用して、加圧ガスをバスケットの外側から内側に
向けて通過させるバックブローを行うことにより、残留ケー
キである基礎層の回収を容易に行うことができます。
④ケーキへのコンタミ防止（ウィング式掻取ナイフ）
ケーキ排出シュートの上部(入口部)に設けられたケーキ掻取
ナイフは常時ケーキシュートを覆い、ミストの混入を防止し
ます。
⑤優れたCIP洗浄機能
　各所洗浄ノズルによる機内洗浄及び浸漬洗浄による全プロ
セスエリアの洗浄により優れたCIP洗浄効果を発揮します。
⑥SmartFIX（オプション）
　簡単かつ確実にろ布を着脱できる、新しいろ布止めシステム
「SmartFIX」を適用することができます。

3. GMP対応ピーラーセントリフュージの構造と特長

1. 解決できるご要望

医薬品：医薬品原薬・中間体・治験体向けのクリーンルーム
内での製品回収工程

化　学：ファインケミカル

4. 用　途

);�1Iᶘ֎؍

όοΫϒϩʔʹΑΔૅجআڈγεςϜ

SNBSUFI9

2. 概　要
医薬品を主用途とするバッチ式横型遠心ろ過機HZ-PｈⅡ
シリーズは、横型遠心ろ過機(HZ)の優位性を活かした数々の
特長を持つGMP対応の遠心ろ過機です。
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モータ

減速機

主軸受

主軸受

給液管

ボウル
スクリューコンベア

スラリー（原液）

脱液固形物 分離液

ビーチゾーン
分離板
スタック

液の流れ

スクリュー羽根

分離板スタック 分離板スタック

分離板

デカンタは、ボウルとスクリューコンベア、これらに相対差速
を与える減速機の三要素で構成されています。
モーターにより高速回転を与え、遠心力により分離します。

2. デカンタセントリフュージの概要

◦処理能力を増大したい
◦1μm程度の微細粒子を分離したい・回収率を上げたい
◦ろ材、ろ過助剤を使用せず、固液の比重差を利用して固液
　分離したい

1. 解決できるご要望

①処理能力の増大	
　デカンタの分離ゾーンに多数の分離板を組み込むことによ
り沈降分離面積が大幅に増大し、処理能力は汎用デカンタ
セントリフュージに比べ、約1.5倍から2倍に向上します。
②微細粒子の分離が可能
　分離板による沈降促進と清流作用の相乗効果により、1μ
m程度の微粒子も高効率の分離が可能です。
③配列変更可能な分離板スタック方式
　分離板はスタックごとに着脱でき、処理物性状に合わせた
スタック構成を選択できます。

5. 分離板型デカンタセントリフュージの特長

σΧϯλߏਤ ൘	ϕʔϯਤ


ファインケミカル、新素材分野	：微細結晶の分離と脱液回
収、Siウェーハ加工スラリー
回収・リサイクル

バイオケミカル、食品分野	 ：有効生体物の濃縮、反応
抽出液の分離

鉱物油処理	 ：燃料油、圧延油の清澄
排水処理	 ：下水、汚泥の脱水・濃縮
石油化学	 ：排水処理

6. 用　途

デカンタセントリフュージ（DZ）/分離板型デカンタセントリフュージ（DZ-V）

分離板型デカンタセントリフュージは、ボウル内部に当社独
自技術である「分離板」を装着し、汎用デカンタセントリフュー
ジでは分離の難しい1μm程度の粒子の分離を可能にしまし
た。粒子の沈降を促進させる分離板を多数軸方向に配置し、
スタックとして容易に着脱可能です。また、処理物の性状に
あわせて分離板の枚数の調整も可能です。

4. 分離板型デカンタセントリフュージの概要

3. デカンタセントリフュージの構造・原理
①比重差を利用した遠心分離
　ろ布や金網などのろ材やろ過助剤を使わず、固液の比重差
を利用して分離を行う遠心分離機です。
②連続供給・連続排出
　スラリー（原液）が連続供給され、分離ゾーンを経て清澄
された分離液は、回転体からオーバーフローします。固形
物はスクリューコンベアで連続的に搬送され、ビーチゾーン
で脱液された後、回転体外へ連続的に排出されます。

σΧϯλ֎؍
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ディスクセパレータ（SJ,OP）

ディスクセパレータは、高速回転から生じる強力な遠心力と内蔵す
る分離板の相互作用により、比重の異なる2液の分離や、液体中の
微細粒子を効率よく短時間で、連続的に分離することができる分離
板型遠心分離機です。

2. 概　要

◦フィルタ交換のコスト及び作業を低減したい
◦サブミクロン程度の微細粒子の分離をしたい
◦微細粒子と粗粒子を湿式で分級したい
◦容易な運転管理と安心のメンテナンスを実現したい

1. 解決できるご要望

①微細粒子の除去が可能	
　高速で回転する回転体の内部に笠状の分離板を多数積み重ねた構造で、処理液
が分離板の間を通過した際に、液中の微細粒子を捕捉し、分離します。

②連続処理が可能
　遠心分離機の運転を止めることなく、分離液は吐出インペラにより連続的に排
出され、分離した固形分は一旦回転体内に溜め、間欠的に自動排出されます。（SJ
タイプ）

③2種類の固形分排出機構	
分離した固形分を自己排出するSJタイプと排出機構が無いOPタイプがあります。

(A)　SJタイプ(自己排出型)…固形分の自己排出が可能な機構を有します。
　　回転体へ作動水を自動制御で給水し、弁シリンダを作動させ回転体内の固形

分を排出します。
　　回転体内の固形分を全量一度に排出するトータル排出型と、部分的に排出す

るパーシャル排出型があります。　　　　　　　　
	 パーシャル排出型は、固形分排出時の液ロスの抑制や固形分の濃縮に有効な

機能です。

(B)　OPタイプ(回分型)…回転体に固形分排出機構が無い為、固形分をほとん
ど含まない処理液の液液分離に適しています。　　　　　　　　　　　　　
分離された固形分は、装置を停止し、回転体を分解して掻き出します。

④１台の遠心分離機で三相分離と二相分離の切替が可能
　1台の遠心分離機で、簡単な部品の組み換えにより、固液液の三相分離(ピュリ
ファイア)と固液の二相分離(クラリファイア)の切り替えが容易に行えますので、
処理液が変わるようなマルチユースに適しています。

⑤ご要望に応じた機種、仕様の選択が可能
　医薬・食品・飲料・ケミカル分野用に洗浄性の優れたサニタリ型の他、各種機
械油やクーラント等一般産業用に適した機種を取り揃えております。また、CIP
に適した洗浄ノズル装備、処理液の温度変化を抑える保冷ジャケット装備など
オプションで対応が可能です。医薬業界向けではGMPバリデーション作業もサ
ポートいたします。

⑥安心のカスタマーサービス体制
　国内自社工場での生産により迅速な部品供給が可能です。また、国内外各地に
はサービス代理店を配置し、迅速な対応と丁寧なサポートにより充実したアフ
ターサービスをご提供いたします。

3. 特　長

ଊͷϝΧχζϜัࢠཻ

൘֎؍
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ディスクセパレータ（SJ,OP）

֤෦ͷ໊শ ௨ӷ࣌ͷճసମ෦ͷঢ়ଶ

医薬・食品・飲料	：	菌体回収・濃縮、培養液の清澄
	 	 	 動物油脂の油分/スープ分離、油脂・たんぱく質回収
	 	 	 植物油脂の脱ガム、脱酸、水洗
	 	 	 ジュース、ワインなどの清澄
	 	
ケ ミ カ ル 	 ：	カーボン、ベントナイト、金属微細粒子の分級
	 	 	 酸化カルシウム、水酸化アルミニウムなどの固液分離
	 	 	 水/有機溶剤、溶剤/溶剤、油脂/水などの液液分離
	 	 	 塩化第二鉄、金属粉、顔料、樹脂などの濃縮

油 清 浄 	 ：	エンジンオイルの清澄
	 	 	 バイオディーゼル燃料製造プロセスにおける脱ガム、脱酸、水洗、脱グリセリン
	 	 	 油性、水溶性クーラントの油水分離・清澄
	 	 	 浮上スカムからの油水分離

電 子 材 料 	 ：	無機物、金属微粉の遠心分級

4. 用　途
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ϒϩーόοクフィϧタ構造ਤ ϒϩーόοクフィϧタ֎؍

ϒϩーόοΫフΟϧλ（##'）

ブローバックフィルタは、当社が新たに開発したԁ多室型
回転式連続ろ過機です。	加圧ろ過、真空ろ過のどͪらにも対
応ができるため、処理物にあったろ過条件を選択することが
できます。ԁ型ドラム内外の圧力差（差圧）を利用してろ液
をろ過室内部にٵҾし、ԁ型ドラムの外側にுったろ布の
表面上にケーキを形成します。
ろ過ᴷ脱水ᴷ(ケーキ洗浄)ᴷ(脱水)ᴷケーキ剥離ᴷろ布洗浄
のサイクルを܁りฦす連続運転を行います。従来の回転式連
続ろ過機とಉじ運転サイクルですが、スポットブローという独
自技術を採用することにより、ドラムの回転数を上げることが
可能です。そのためಉ種のろ過機に比べ、約2倍の処理能力
の実現が可能になりました。

2. 概　要
◦バッチ式処理から連続式処理へ処理方๏を変更したい
◦処理量アップ及びケーキ含液率を改善したい
	(ԁ多室型連続回転式真空ろ過機を更新する場合)
◦ケーキ洗浄がඞ要な処理物をろ過したい
◦ろ液/洗浄液の分離回収がඞ要な処理物をろ過したい
◦目詰まりしやすい処理物をろ過したい
◦ケーキ剥離性のѱい処理物をろ過したい
◦高温・高圧下で加圧ろ過をしたい

1. 解決できるご要望

①スϙットϒϩーにΑΔߴいΖա能力
　スポットブローとは、脱水工程の࠷後にろ過圧よりわずかに高い圧力のブローガスでろ液管内・ろ過室内の残液を排出するシ
ステムです。ろ液管内の液分を速やかにԡし出すことができるため、従来のԁ多室型回転式ろ過機よりも高回転での運転が、
可能になります。これに加えて、従来の約2倍の数のろ過室とろ液管を採用することにより、多室型ろ過機の難点であった処理
能力不を解ফし、装置の小型化を可能にしました。また、ろ布の裏側からブローガスをࣹし、スクレーパを併用しながら、ケー
キを剥離します。スクレーパ単独による掻き取りでないため、ろ布の目詰まりの減少が期待できます。
②ケーキ含ӷ率のվળ
　ケーキ剥離લにスポットブローを行い、ろ液管の中の残液を機外へԡし出すことにより、ケーキ剥離の際のਧきしによるケー
キ含液率のѱ化を防͗ます。
いケーキ洗浄能力ߴ③
　ろ過室/ろ液管の数量を増やしたことにより、ろ液/洗浄液の飲み込み量が増加します。また、スポットブローによる残液排出を
行うことで、多量の洗浄液供給が可能となり、その結果े分な洗浄効果を得ることができます。
োが少な͘、メンテナンスが容易ނ④
　構成部品の少ないシンプルな構造を採用しているため、メンテナンスが容易で連続運転に適しています。

3. 特　長

化ɹ学：高純度テレフタル酸、ビスフェノールA、樹脂、バイオプラスチック、医薬中間体などの分離、農薬原料、酸化チタン
食ɹ品：食用油の脱ろう、ఽ粉など
肥ɹ料：リン酸ੴߣ、硫安など
金ɹ属：金属製࿉
ͦのଞ：バイオ燃料、パルプ

4. 用　途
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Ϡングフィルタは、ԁ単室型の回転式連続真空型ろ過機で
す。（加圧型ろ過機としての使用も可能です）
ドラム内部の真空圧を利用してろ液をドラム内部にٵҾするこ
とで、ドラム外側にுったろ布の表面にケーキ層を形成します。
また多室型連続真空ろ過機とは異なり、ドラム内部がͻとつ
の大きなろ過室となっています。口ܘの大きなろ液管を採用
することができるため、大容量処理に適した高い処理能力が
期待できます。
ろ過ᴷ脱水ᴷ(ケーキ洗浄)ᴷ(二次脱水)ᴷケーキ剥離ᴷろ布
洗浄のサイクルを܁りฦし、連続運転を行います。

2. 概　要
◦バッチ式処理から連続式処理へ処理方๏を変更したい
◦大量の処理物を処理したい
◦ケーキ洗浄がඞ要な処理物をろ過したい
◦目詰まりしやすい処理物をろ過したい
◦ケーキ剥離性のѱい処理物をろ過したい
◦高温・高圧下における加圧ろ過を改善したい

1. 解決できるご要望

いΖա能力ߴ①
口ܘの大きなろ液管（センターパイプ）が採用できるため、ろ液のドラム内へのٵҾがૣく完了し、高速回転での運転が可能と
なります。
　また、༧めஎませてுったろ布の裏側からブローガスをࣹし、ろ布をらませてケーキを剥離します。
　スクレーパによる掻き取りではないため、ろ布をইめることがなく、ろ布の目詰まりの減少と安定した処理能力が期待できます。
このケーキ回収方๏により、濃度の低い処理物や剥離の難しいケーキの回収も容易に行うことができます。
いケーキ洗浄能力ߴ②
　多量の洗浄液の供給が可能で、高速回転運転下でもे分な洗浄効果を得ることができます。
　そのため高純度のケーキを回収することが可能です。
োが少な͘、メンテナンスが容易ނ③
　構成部品の少ないシンプルな構造を採用しているため、メンテナンスが容易で連続運転に適しています。

3. 特　長

ϠϯάϑΟϧλߏਤϠϯάϑΟϧλ֎؍

化学：高純度テレフタル酸、ビスフェノールA、樹脂、医薬中間体などの分離
食品：食用油の脱ろう、ఽ粉など
肥料：リン酸ੴߣ、硫安など
金属：水酸化アルミ、߭ੴ
ࢴ：クラフトパルプ

4. 用　途

●⑩
●②●①

●④
●⑤

●⑦

●③●⑨ ●⑥ ●⑧

●Ｃ

A

D

B

①：ドラム
②：センターパイプ
③：バット
④：軸受け
⑤：パイプホルダ

ᶈ：バルブバー
ᶉ：フレーム
ᶊ：ケーキシュート
ᶋ：駆動減速機モータ
ᶌ：ケーキ洗浄管

A：原液
B：ろ液
C：ケーキ
%：ブローガス
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ドラムフィルタは、回転するドラム内に多数の真空室を持つ、
多室型の連続回転式真空ろ過機です。
各種の処理物に対してԁな運転と高い処理能力を発揮でき
るため、幅広い用途に使用されます。
各ろ過室ຖにろ液管を取り付けるため、ろ液と洗浄液の分ผ
回収が可能です。
また加圧ろ過機としても対応が可能です。

2. 概　要
◦バッチ式処理から連続式運転へ処理方๏を変更したい
◦ケーキ回収がࠔ難な処理物の回収方๏を改善したい
◦ケーキの圧ີ化をݏう処理物をろ過したい
◦ケーキ洗浄がඞ要な処理物をろ過したい
◦ろ液と洗浄液の分ผ回収をしたい

1. 解決できるご要望

①Ζӷの方式2種類
　a）外部ろ液管方式
対：ろ液量が少ない処理物、小型機、ΰムライニング製
　　			及び樹脂製ろ液管の場合
ドラム内部にろ液管がないので、ドラム内部に液࿙れの発
生する心配がありません。
ろ液管の取り外しが可能であり、ろ液管内部の洗浄が容易
に行えます。
ろ過ゾーンにてろ液管の加温が可能なので、温度低下による
ろ液管内の結晶ੳ出を防げます。

C）内部ろ液管方式
対：ろ液量が多い処理物、大型機
ろ液管はろ過室に対して、ドラム内に均等に配管されてい
ます。

②ケーキのੑ状に応じた洗浄方๏
高のケーキ洗浄効果を発揮するためには、ケーキの性状࠷　
に応じた散布方๏を選択するඞ要があります。
　フラット型スプレー、コーン型スプレー、トイ式などの散
布方式から࠷適な方๏を提Ҋகします。
③ଟ࠼なケーキണ離方๏
　ろ過後のケーキのີ度、ߗさ、೪性などに応じてスクレー
パディスチャージ、ロールディスチャージなどのケーキ剥離
方๏を提Ҋகします(ӈの「ケーキ剥離方๏」をࢀর下さい)。
োが少な͘、メンテナンスが容易ނ④
　シンプルな構造を採用し、低速で回転するため、ベアリン
グ等のނোが少なく、保क管理が容易です。
　ろ布をࢧえるメッシュプレートは、着脱が容易な構造を採
用しています。

3. 特　長

化ɹ学：߭ੴ、ੴ粉、ੴփ泥、ੴߣ、カーボン、セメント、
	 	 パルプ、酸化鉄、顔料、各種樹脂、酸化チタン、酸カルシウム
食ɹ品：ఽ粉、油脂
水処理：各種排水処理、下水

4. 用　途

11：原液
12：バット
13：アジテーター駆動部
14：ろ過室
15：ドラム
16：ろ布

17：バルブ
1�：ろ液管
1�：ウエットケーキ
10：ケーキ洗浄管
11：ケーキ洗浄液
12：ろ液

13：洗浄ろ液
14：スクレーパ
15：脱水ケーキ

スクレーパーディスνϟージフィϧタ構造ਤ

υラϜフィϧタ֎؍
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έーΩണํ๏

スラリをろ過した場合、固形物のີ度、組৫、強度、೪性などによっ
て脱水ケーキは様々な特長を生じます。ドラムフィルタは、次のよう
なケーキ剥離装置を取り付けることで、脱水ケーキをろ布からほ΅
完全に剥離することができます。

ᶃεΫϨʔύσΟενϟʔδ
߭ੴɺੴคɺੴփటɺͦͷଞൺֱ
తཻࢠͷૈ͍ܗݻ
スクレーパディスチϟージ、ൺֱత
粒子のૈ͍ܗݻ物の処理ʹద͍ͯ͠
·͢ɻέーキണํࣜの中Ͱ、࠷
一ൠతͰコスト҆͘、ӡసɾอकな
Ͳ༰қͰ͢ɻ
͜のํ๏、έーキΛണͤ͞Δগ͠
લʹΖのཪଆΑΓブローバックエア
ʹΑΓέーキΛු͖上͕Βͤスクレー
パʹΑͬͯണͤ͞Δͱ͍͏؆୯なํ
ࣜͰ͢ɻ

ᶇϓϨίʔτϑΟϧλ
ༀɺ৯ɺΧʔϘϯεϥϦɺؚ ༉ഇਫ
プレコートフィルタ、Ζա͢Δスラリ
のೱ度͕非ৗʹബ͍、Ζաͯ͠έー
キް͕�NNҎ下、Ζ液Λ非ৗʹਗ਼ʹ
͍ͨ͠なͲのΖա݅ʹద͠·͢ɻ
Ζ上ʹΖաॿ剤のΛܗ成ͤ͞、͜
のΖաॿ剤のʢプレコートʣΛΖ材
ͱͯ͠スラリΛΖա͠·͢ɻέーキ、
フィルタ�回సͨΓ��� ʙ ���NNͰ
ඍલਐ͢ΔスクレーパʹΑΓ、プレ
コートද面のബ͍ͱڞʹ削Γམͱ
͞Ε·͢ɻ

ᶄϩʔϧσΟενϟʔδ
ΧϧγϜɺΞϧϛࢎԽνλϯɺࢎ
టɺༀͳͲ
ຊࣜܕ、ൺֱతؚ水͕高͘、೪
ண性の͋Δέーキのണʹద͍ͯ͠
·͢ɻέーキް͕�̼̼ఔ度Ͱे
ണ͕ՄͰ͢ɻ
ドラムフィルタʹͯ͠ઃけΒΕͨ、
ゴムライニングのロールʹΑΓ、
έーキΛΖ͔Βピックアップ͠、࣍
ʹロール͔Βスクレーパ、クシ、ϫイ
ヤなͲʹΑͬͯέーキのബ͍Λ͠
ͯണͤ͞·͢ɻ

ᶅϕϧτσΟενϟʔδ
֤種ഉਫॲཧɺύϧϓɺԼਫɺੴߣ
ベルトディスチϟージ、Ζ٧·
Γのܹ͍͠スラリのΖաέーキް͕
�NNఔ度の合なͲʹద͠·͢ɻ
エンドレスのベルトঢ়Ζ͕脱水έー
キͱͱʹドラムフィルタΑΓΕ、
έーキΛണ͠、શࣗ動のロールシ
ステムΛ௨ͬͯ洗浄͞Εͨޙʹドラム
フィルタຊ体ʹΔͱ͍͏ํࣜͰ͢ɻ
Ζ͕࿈ଓͰ洗浄Ͱ͖Δ͜ͱ、Ζの交
換͕༰қͰ͋ΔなͲのར͕͋Γ· ɻ͢

ᶆετϦϯάσΟενϟʔδ
ηϝϯτɺࢎԽమɺإྉɺथࢷͳͲ
ຊࣜܕ、έーキް͕̼̼̑Ҏ上ඞཁ
Ͱ、Ζա性͕Α͍݁晶࣭のΖաʹదͯ͠
͍·͢ɻ
ドラムフィルタのΖ上ʹ��̼̼間
ִͰ、エンドレスのඥʢストリングʣΛ
平ߦʹଟ͖͘ר、͜のඥの上ʹέーキ
Λܗ成ͤ͞、ඥ͕ドラム͔ΒΕΔ͜ͱ
ʹΑͬͯέーキΛണ͢Δํ๏Ͱ͢ɻ
Ζのଛই٧·Γ͕ൺֱతগな͘、
Ζ液のਧ͖͠ʹΑΔέーキの脱水度
の下Λ͙͜ͱ͕ՄͰ͢ɻ

ᶃ ᶆ

ᶄ

ᶅ ᶇ
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γュφイμフΟϧλ（S'）

◦ਫ਼ີろ過をしたい
◦ろ材交換のল力化・自動化をしたい
◦ケーキ回収作業、残液処理作業などの作業性を改善したい
◦高೪度、難ろ過性の処理物のろ過をしたい
◦工場全体のFA化（フルオートメーション化）への対応をしたい
◦オペレータの溶ഔに対するമ࿐対ࡦをしたい

シュナイダフィルタは、水ฏろ板型加圧ろ過機で、ろ板2枚Ҏ
上を1組にして、垂方向に重ね合わせてろ過室を形成し、処
理能力に応じてろ板枚数を増やすことにより࠷適なろ過面積
を構成します。ろ材は、ろ板とろ板の間にڬみ込みます。
種ྨ๛なろࢴとろ布、ろ過助剤の組み合わせにより、࠷適
なろ過能力の選択が可能です。
ろ材交換の際は、フィルタ本体上部の加圧ジャッキでろ板の
కめ付けと開放を行います。

2. 概　要1. 解決できるご要望

①Ζա工程の全ࣗ動化が可能
ろ過の४備工程からऴ了後のろ材交換までの自動化が可能で、生産性向上に貢献します。
ろ板内のクリーニングとろ材の交換がボタンૢ作ͻとつで可能になり、重࿑ಇとなるろ材の交換作業をলくことができます。
またろ過ऴ了時、ろ過室の残液をブロー処理してԡし出すため、残液処理は不要です。
②ՃѹにΑΔ大容ྔ処理が可能
ろ過࿙れがىこらない࠷適な加圧条件を設定することにより、大容量かつਫ਼ີな連続ろ過を行うことが可能です。
0.2ʙ 0.5MPaがඪ४的なろ過圧ですが、ご要に応じて2MPaまでの高圧ろ過が可能です。
③Ζաਫ਼が安ఆ͢Δ水ฏΖ板の࠾用
重力の影響を受けない水ฏろ板を用いるため、均一なްみのケーキを形成できます。
また、フィルタ上部と下部のケーキްみが֓ね均等であり、ろ過ਫ਼度の安定したろ過を行うことが可能です。
④Ζ板シールにΑΔӷ࿙れ防止
ろ板には特殊な減圧シール、または加圧シールを採用しており、ろ過中に装置外部への液࿙れはほとんど無く、
作業環境の改善がਤれます。

3. 特　長

①ろ過面積は0.1ᶷから100ᶷまでඪ४化され、ご要に応じて選定கします。
②シュナイダフィルタ1台でಉ時に2種Ҏ上のスラリのろ過も可能です。
③ろ材交換方式は、ピン式、ろ布行式、カットࢴ給排式、ロール式から選択可能です。
④ダイϠフラムを採用することにより、ケーキの圧ࡡ脱水も可能です。

金ɹ属：圧延油（アルミ、ಔ、ステンレス）、その他クーラントのリサイクル
医ɹ薬：医薬中間体の分離
化ɹ学：シリコンオイル、界面活性剤、ೕ化剤、顔料、樹脂、有機溶剤、カーボン、強酸液など
ͦのଞ：৮ഔ回収、洗浄液、排水処理、用水処理など

5. オプション

4. 用　途

ろ板には特殊な減圧シール、または加圧シールを採用しており、ろ過中に装置外部への液࿙れはほとんど無く、
作業環境の改善がਤれます。

クーラント用シュφΠμフィϧタ֎؍（ピンํࣜ）
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ɹΖաサイクル

ɹΖ材ަ方๏

スクレーパー
スプレーノζル Ζ͖ר͠ロール

ろ布自動洗浄の機能を備えたタイプです。
固形分の回収に活用いたͩけます。
また、使用したろ布はרき取りと洗浄を行い、リサイクルが可
能です。

カットࢴ給排置式 Ζߦ式

ロールࣜピンࣜ

カットࢴ(ろ板よりやや大きめの方型のろࢴ)を自動アームを用
いて交換する方式です。
従来タイプに比べ、設置スペースの低減が可能です。また、
ろࢴの使用量を約1/3に節約することができます。

೪着性が高い液や固形分が多く、ケーキにްみがඞ要な際の
ろࢴ交換に活用いたͩけます。
スクレーパが付属しており、೪着性があるケーキとろࢴの分
離が行えます。

スパイクによりろࢴをし、リンク機構で、ろࢴをҾき出しな
がらろࢴ交換を行います。ඪ४的なタイプです。
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ψονΣフΟϧλ（/'）

◦高度なケーキ洗浄性をඞ要とする処理物をろ過したい
◦危険物の固液分離をしたい
◦コンタミの対ࡦをඞ要とする処理物をろ過したい
◦難ろ過性の処理物をろ過したい
◦1台でろ過から乾燥までのプロセスを完了したい

1. 解決できるご要望

化学：自動ं用、電子材料用など各種高機能樹脂、
　　　染料、顔料、農薬・医薬原薬・中間体など
食品：油脂など
金属：有Ձ物回収、強酸スラリなど

4. 用　途

��	Ζա 2�	ケーキలѹ、ѹࡡ ��	ケーキ洗浄 ��	リスϥリ洗浄 
ਅۭ、ؾ௨	૩ס	�� ��	ケーキ排出

2. 概　要
ψッチェフィルタは、ີ閉容ث内部の水ฏろ板にろ布を取り付
けた加圧（または真空）ろ過機で、油圧シリンダにより上下に
可動する特殊な֧፩Ӌࠜを備え、ろ過、洗浄、乾燥、ケーキ
の排出までを一台で効率よく行うことができる装置です。
ろ過、洗浄、乾燥の各工程において、スラリ性状に応じて任
意の時間設定や֧፩ૢ作を行い高度なろ過、洗浄効果が得ら
れ、ファインケミカル等の品質の向上に適します。

3. 特　長
ث全密閉の容①
　完全ີ閉構造のため危険物等の処理に適し、外部からの異
物が混入する心配がありません。
のΖա、洗浄機能ߴ②
　ろ過後のケーキは、シャワーリンスによる置換洗浄のほか、
ケーキを࠶分散するリスラリ洗浄も可能です。
　リスラリ洗浄を܁りฦすことにより、رの洗浄効果を得
ることができます。
③ՃѹΖա、またਅۭΖաΑり運転方๏の選択が可能
　処理物の条件によっていずれのろ過方๏も選択でき、より
経ࡁ的で安全な運転が可能です。
④ࣗ動運転
　プロセスに適した自動運転が可能なため、ল力化にཱͪ
ます。

૩機能ס⑤
　通ؾ乾燥、真空乾燥のいずれも対応が可能です。製品温度
に制約がある場合は、真空乾燥により効率よく乾燥が行え
ます。
⑥各種の材料で作が可能
　ステンレス、ハステロイ、チタン、二層合金、グラスライニ
ング、樹脂ライニングなど、あらΏる材質のψッチェフィル
タが製作できます。また第一種圧力容ث構造֨نに適合し
た機ث及び大型機ثの製作も可能です。
ᶉ構造が؆୯
　多機能にもかかわらず、構造がシンプルなためނোが少な
く保क管理が容易です。

ψονΣフィϧタ֎؍



20

D͈'152/S（シンάϧディスク型ςストػ）

μイφフΟϧλ（%Z'）

◦ナノサイズの分離・回収・ਫ਼製・濃縮をしたい
◦高೪度スラリ中の微粒子の分離・濃縮をしたい
◦濃縮後の溶剤の洗浄・置換をしたい

1. 解決できるご要望

①ナϊサイζの微細粒子の分離・回収が可能
　処理物に応じて࠷適なろ過能力を提供できるよう、̑種ྨの細孔ܘ
（ ̓3060200500Om）のセラミックディスクを用意しました。
ೱೱॖ回収が可能ߴ、い処理能力ߴ②
　セラミックディスクを回転させ、ディスク表面にႩஅ力を加えて微粒子
ଯ積を防止することにより、ろ過速度低下を軽減します。これにより従
来のメンブレンフィルタに比べ、高い処理能力のҡ持と安定した連続
運転を実現し、高い濃度まで濃縮することが可能です。また、濃縮後
にಉ一ろ室内において、洗浄・置換することも可能です。
③時間のٯ洗
　短時間の加圧パルス逆洗浄工程を設けることにより、目詰まりを防止し、
連続運転性能を高めることが可能です。
④ଳ設උのলΤω化
　従来のメンブレンフィルタは、リサーキュレーションを݉ねた大容量供
給ポンプをඞ要としますが、ダイナフィルタはႩஅ力と逆洗浄による目
詰まりを防止するため、大容量॥環ポンプは不要です。そのため、ল
エネ効果が期待できます。
⑤ࣗ動制ޚにΑΔ運転が可能
　モジュール内で行われるろ過の全工程は、制御൫にて自動制御されま
す。
⑥ೲೖ後の増設ܭըにॊೈに対応
　ダイナフィルタはモジュール構造をඪ४化しており、処理量に合わせた
モジュール型生産機の連結が可能です。
　౷合制御൫1台に対し、モジュール型生産機を࠷大6台まで連結、増設
することが可能です。

3. 特　長

化学 ：水酸化物、化হ品顔料、ポリマー、酸化チタン、
　　			 	 シリカܥ微細粒子の分離、医ྍ材料等
ઌ材料 ：電材料、電子材料、高付加Ձ品の回収࠶利用
替೩料ݪ料 ：シリコンഇ液のリサイクル、加工油のリサイクル、

バイオ燃料抽出工程

4. 用　途

ダイナフィルタはディスク型のセラミックບフィルタ（セラミッ
クディスク）を用いてナノサイズの微粒子の分離、回収、濃縮、
ろ過を行う回転式セラミックフィルタです。従来のメンブレン
フィルタのろ過技術に加え、Ⴉஅ力を与えることにより、様々
な特長を有するਫ਼ີろ過を可能にした分離装置です。

2. 概　要
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微粒子スラリをろ過室内に供給します。

回転するセラミックディスクで清澄ろ液と微粒子を分離します。

セラミックディスクを通過した清澄ろ液を回転軸を通して回収します。

ろ過室に封じ込められた濃縮液（微粒子）を排出弁より回収します。
D͈'152 ʗ S　構造ਤ

D͈'152/36E（Ϟジューϧ型ੜػ࢈）
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ਫฏϕϧトフΟϧλ（H#'）

◦高度なケーキ洗浄をඞ要とする処理物をろ過したい
◦ケーキ含液率を可能なݶり低減したい

◦比重の大きい処理物をろ過したい
◦粒ܘの大きい処理物をろ過したい

1. 解決できるご要望

水ฏベルトフィルタは、ユニット化したサクショントラフ上にエンドレスのろ布を行させ、ろ過・洗浄・脱水・ケーキ剥離を連続
的に行う真空ろ過機です。各工程の時間は、サクショントラフの数を変えることで任意に変更できます。
水ฏにҠ動するろ布の上からスラリを供給し、ろ過・洗浄・脱水を行う構造のため、高濃度スラリやスラリ中の固形分の比重が大
きいもの、粒ܘが大きい固形物、あるいは洗浄を多くඞ要とする場合などに性能を発揮します。
ろ布幅は0.5メートルから2メートル、ろ過面積は1.1ᶷから࠷大20ᶷまでをඪ४化し、ろ布の࠷大幅は、3メートルまで対応可能
です。

2. 概　要

樹脂、化ણ原料、有機酸、染料、顔料、金属粉、セラミック、
ੴߣ、金属水酸化物、微粉、バイオ燃料など

4. 用　途

いద用ൣғ①
ドラム型真空ろ過機ではケーキ形成不可能な粒子の大きなスラリや、比重の大きな固形分を含むスラリの処理に適しています。ۃ
細ણҡを使用した特殊ろ布を使用することにより、微細粒子のろ過にも適用することができます。
いケーキ洗浄ੑߴ②
トップフィード型上向きろ過面のため、多段洗浄および向流洗浄が可能であり、少ない洗浄液量で高いケーキ洗浄効果が得られま
す。また、クラックの入るようなケーキに対しては、洗浄ベルトを使用し、むらのない洗浄を行います。
③ສ全の作ڥۀ対策
フィルタの一部分またはフィルタ全体をカバーすることが可能で、溶剤・強酸等のৠؾやषؾによる作業環境の汚染を防͗ます。
④メンテナンスが容易
構造が簡単でফ品が少なく、保क点検が容易で、ろ布の交換も短時間で行えます。
⑤優れた༹ੑࡎ
ΰム製搬送ベルトを使用しないため、溶剤ܥスラリの処理も可能です。

3. 特　長

αクγϣンτラϑ

ਅۭϙンϓ Ζ液ϙンϓ Ζ液ϙンϓ Ζ液ϙンϓ Ζચড়液ϙンϓ
（έーΩચড়ਫ）

Ζ液૧ Ζ液૧ Ζ液૧
Ζચড়液
タンク

Ζચড়ਫ

ಈϩールۦ
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ਫฏϕϧトフィϧタ֎؍

ਫฏϕϧトフィϧタ構造ਤ
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εΫリーンஔ（S$3/）

◦冷٫水として使用するւ水中のਖևを除去したい
◦-/Gؾ化ثഔ用のւ水中のਖևを除去したい

スクリーン装置は、主にՐ力・原子力発電所、バイオマス発電所、
-/G基地、ੴ油化学プラント、ੴ油ਫ਼製プラント等のւ水取水࿏
に設置し、ւ水中のਖև(クラή・ڕհྨ・ւ・一般ごみ等)を除
去する装置です。
๛なೲ入実と長にわたる安定運転により、高い৴པを得てい
ます。
キャリアチェーンにバスケットを連続的に取り付け、ঢ降॥環を܁
りฦしながら捕捉したਖևを除去します。
バーラック付きのバスケットを使用するバー回転スクリーン、金網
付のバスケットを使用するトラベリングスクリーン、྆方の機能を
有するバスケットを使用する高機能の一体型のバケット型スクリー
ンの3タイプがあります。

2. 概　要1. 解決できるご要望

①運転時の振動とຎࡲをܰ減
バスケットに取り付けられたキャリアチェーンは、チェーンガイドに覆われたフレームの内部を行しますので、チェーンには水
流によるு力が発生せず、運転時の駆動装置を含む各部の振動とຎࡲが軽減されます。
②メンテナンス作ۀのܰ減、අ用の減
フート軸に、無給油軸受を採用し、給油がඞ要なՕ所を࠷小ݶに抑え、メンテナンス作業を軽減します。また、バスケットに
はѥԖめっき加工をࢪし、ྨの付着やམしにかかるメンテナンスඅ用の低減とバスケットの長ण໋化を実現しています。
③効率తな洗浄と運転
強力な洗浄能力を持つスプレーノズルを設置し、効率的かつ確実にバスケットの洗浄を行う構造を採用しています。またਖև
流入時に水位差連動運転、一定時間ごとのタイマー制御運転など࠷適なՔಇ時間を選択できるため、ਖև量に応じた効率的な
運転が可能です。

3. 特　長

Ր力ൃ電ॴ、ݪ子力ൃ電ॴ、IPP、バイオマスൃ電ॴ	：	෮水ثの冷٫水用ւ水中のਖև除去
	ج)/- ：	-/Gؾ化ثのഔ用ւ水中のਖև除去
石油ਫ਼プϥント、石油化学プϥント、మプϥント	 ：	交換ثの冷٫水用ւ水中のਖև除去
ւ水୶水化プϥント	 ：	ւ水୶水化用ւ水中のਖև除去

4. 用　途

-/Gج  ೲೖスクリーンઃඋ
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ಈモータۦ
ચড়アーϜ

ϙーτγール

スクリーン

ॲཧਫग़ޱ

γϟϑτ

τッϓΧόー

Լ෦ベアリンά

原ਫ流ೖޱ

ഉਫϐッτ

ゴミを含んだ水

逆洗アーム

ポートシール

ろ過された水

逆洗水

スクリーン

ඛイートンεトϨーφ（S5）ࡾ

◦インラインで液体中のਖևを除去したい 三ඛイートンストレーナは、配管中に設置され、配管を流れる液体
中のਖևを自動的に効率よく取り除くセルフクリーニング式（逆洗
式）ストレーナです。ਖևは、ストレーナ内部のスクリーンで完全
に捕捉され、強力なٵҾ逆洗浄により機外へ排出されます。

2. 概　要1. 解決できるご要望

洗効果ٯ力なڧ①
逆洗ラインは、水力学的にバランスのとれた設計がなされており、水圧の差による流体のภ流を防͗均一な逆洗流を得られる
よう工されています。またスクリーンと逆洗アームのポートシールとのܺ間をۇ少に保ͪ、逆洗流のバイパスを࠷少にしていま
す。このため࠷少の逆洗量で࠷大の効果を得られます。
②Ζա面ੵの大͖い形状スクリーンの࠾用
ストレーナの内側にԊってテーパ形状のスクリーンを設置することで、有効ろ過面積を大きくとっています。軽くて細かなਖ
ևは、スクリーンのԜ部に確実に捕捉され、逆洗の際もਖևが剥離しやすく容易に排出できる、というメリットがあります。
③シンプルな構造で分ղ、メンテナンスが容易
駆動部分とトップカバーを一体化し、かつ取外し可能にすることにより、保क点検が容易です。
④効率తな構造
ストレーナ本体の下部空間をे分にとっているため、ਖևの流入スピードが減速され、大きなਖևのմは自વに沈降分離します。
ストレーナ作動部分やスクリーンにਖևのմがিಥしたり、৮することがないため、ཚ流やエネルギーଛࣦがなく、作動部分
部品の長ण໋化も期待できます。

3. 特　長

電力、石油	 ：	ւ水中のਖև除去
Ψス	 ：	-/Gؾ化ث用のւ水中のਖև除去
మ、ࢴ	：	工業用排水中のਖև除去
下水処理	 ：	下水処理水中のਖև除去
ಋ体	 ：	性ιーダ溶液のਖև除去

4. 用　途

ストレーφ構造ਤ

ストレーφٯચ࣌のスクリーンஅ໘ਤ

Ψスձ （ࣾ-/Gج）　ೲೖ　ストレーφ֎؍
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αΠυΤϯτϦʔϛΩα֎؍

サイυΤントリーϛΩサ（S&.）

◦タンクの内容液を֧፩したい
◦タンク内のスラッジଯ積を防止したい
◦安全性の高い֧፩機を使用したい

サイドエントリーミキサはੴ油、重油等のスラッジଯ積防止や
ਫ਼製品の性状を均一に保つことを主な目的とした֧፩機です。
本全国の製油所、ੴ油備基地、ੴ油ܥ燃料を使用する
Ր力発電所で�5ˋҎ上のシェアを保有しています。その他化
学工場などでもご使用いております。

2. 概　要1. 解決できるご要望

効率な֧፩ߴ①
マリンプロペラの採用により、高い֧፩効率を実現します。
更にご要に応じてプロペラ吐出方向を任意に変更可能な
タイプもご用意しました。
②৴པのシール構造
吐出方向可変タイプのٿ面ユニット部(動部)には、三重
の強固なシール構造を採用しています。
ສが一メカ二カルシールがഁଛし、タンク内容液が大量に
࿙れ出した場合でも、ٸۓા置的に࿙Ӯをःஅするٸۓः
அ装置をオプションとしてご用意していますので、安心して
ご利用いたͩけます。
③容易なメンテナンスとॆ࣮のΞフターサービス
৴པ性の高い軸ःஅ機構により、タンク内容液を溜めた状
態でもメカニカルシール等、ফ品の交換を安全に行えます。
またઐのアフターサービス部が点検、म理、整備のほか、
現地ࢼ運転の助等、お٬様の要に応じて対応கします。

3. 特　長

重油タンク、ੴ油製品タンク内のスラッジ沈降ଯ積防止
内容液の性状均一化、温度均一化
異種液の混合

4. 用　途

トοϓΤントリーϛΩサ（5&.）

◦汎用品ではない、特殊㗇㙉の֧፩機を設計・製作したい トップエントリーミキサは、各種タンク上部に取り付けられる
୦型֧፩機で、主に化学工業の混合、溶解、反応、晶ੳなど
各種プロセスにおいて使用されます。
֧፩Ӌࠜは、֧፩目的に応じた材質、形状を選定できるため
高性能、つ࠷適な֧፩効果が期待できます。

2. 概　要1. 解決できるご要望

いద用ൣғ①
小型ʙ大型、高温・高೪度対応のものまでお٬様のご要
にあわせた製品をご提供いたします。
0.2k8ʙ300k8	：	大電動機出力࠷　
　೪度	 ：	ʙ30000DSt
　タンク温度	 ：	300ˆ
②࣠෧機構と材࣭の選択が可能
軸封には用途に応じてグランドパッキン、メカニカルシール
から選択することができます。
また処理液に応じてステンレス、チタンなど࠷適な特殊材
質を選択することも可能です。
③؆易తな構造と容易なメンテナンス
電動機や減速機を取り外すことなく、ミキサ本体の開口部
からメカニカルシールを交換することができます。

重油、ੴ油・ੴ油化学、一般工業用૧の内容液֧፩
（沈降防止、性状の均一化、混合）
プラスチック原料、合成ΰム原料、テレフタル酸、培養૧など
（性状の均一化、混合）

4. 用　途

3. 特　長

トοプΤントリーϛΩα֎؍
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ϓϨートυライϠ（1%）

プレートドライϠは、製品の࠷ऴ乾燥に適した、多段加ԁ൫構造の高効率な連
続式ಋ乾燥機です。
原料は、垂方向に重ねられた大・小の加ԁ൫（プレート）の࠷上部から入
され、プレート上を回転するレーキアームに取り付けられたブレード(掻き板)によっ
て֧፩されながらプレート上をҠ動し、乾燥されながら下方のプレートに送ら
れます。この工程は、プレートの枚数分܁りฦされ、乾燥処理物はプレートドライ
Ϡ下部から排出されます。

2. 概　要

◦連続式乾燥処理をしたい
◦段֊的に温度調整しながら処理をしたい
◦原料ഁࡅのない乾燥処理をしたい
◦高効率な乾燥処理をしたい

1. 解決できるご要望

૩品סҰなۉ①
留時間を自༝に選定できるので、均一な乾燥製品が得ら
れ、࠷ऴ乾燥機として࠷適です。
を防止ࡅ料のഁݪ②
原料は、定量フィーダーによりްみ5ʙ20mmとなるよう
供給されます。またレーキアームの回転数は1ʙ3rQmであ
り、原料を丁寧に取りѻえるため、原料のഁࡅを防止します。
③処理物に応じた密閉構造を選択
原料やৠ発成分に応じて、乾燥機本体は常圧タイプ、真空
タイプ、加圧タイプから選択可能です。
ີ閉構造を採用し、異物混入を防止できます。

૩݅を選択סదな࠷④
プレートは、ジャケット構造を採用することにより、処理物
に応じた温度にݸ々のプレートを加・冷٫することがで
きます。
乾燥後の高温処理物をା詰めして出ՙできるように冷
٫することも可能です。また微量キャリアガス（0.1m/TFD）
による෩乾燥を組み合わせ、࠷適な乾燥条件を提Ҋகし
ます。
⑤優れた運転ੑ能
ブレードは、軸を中心に؇やかに回転し、運転はඇ常に容
易です。また振動や૽Իがなく、軽量で設置面積が小さい
のでਾ付場所を選びません。

3. 特　長

化学：	活性、硫ԫ、酸アンモニウム、リグニン硫酸塩、
	 合成樹脂、プラスチック粉、ナイロン、ABS樹脂、農薬原料など
薬品：	医薬品
食品：	࠭糖、߬、クエン酸など

4. 用　途

プレートυラΠϠ֎؍

1. 原料供給
2. レーキアーム
3. ブレード

4. 主　軸
5. 乾燥製品
6. ケーシング

7. 　ഔ
�. 加ࡼ

プレートυラΠϠ構造ਤ

1
3

�

7 5

4 2

6
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ౝɾ૧ɾަث

◦特殊材質による機ثを製作したい
◦特殊設計で高品質な圧力容ثを製作したい

当社では、ੴ油、ガス、化学、医薬、食品等向けのプラント、
及び一般産業向けに使用される機ثの設計・製作をࣛౡ工場、
。工場にて行っていますࢢ࢛
各工場においてお٬様のおい合わせへの対応から、仕様の
ܾ定、設計、製作まで一؏して行い、各種高合金߯、低合金
߯、低温用߯、ニッケル合金、チタン合金など、処理物に合
わせた材質を選定し、お٬様の要ٻ仕様に合わせた機ثを提
供கします。

2. 概　要1. 解決できるご要望

ౝ・૧類	：	 ৠ留ౝ、ਫ਼留ౝ、抽出ౝ、ٵ収ౝ、洗浄ౝ、脱硫ౝ、࠶生ౝ、反応ౝ、
	 	 ֧፩૧、発߬૧、培養૧
反応૧	 ：	 オートクレーブ、重合反応૧、エステル化反応ث等
ஷ૧	 ：	 常圧ஷ૧、高圧ஷ૧、固体ஷ૧、コーンルーフタンク、サイロホッパ等
ަث	：	 冷ث٫、加ث、コンデンサ、スチームゼネレータ、リボイラ等
	：	ثԹ容ߴ スチームアキュームレータ、フラッシュタンク、脱ثؾ等
	：	ثѹ容ߴ オートクレーブ(高圧液相反応ث用)、ྟ界抽出૧等

3. ࡞

各種高合金߯、低合金߯、
低温用߯、ニッケル合金、
チタン合金、各種ステンレス߯、
各種クラッド߯

4. ࣭　ࡐ

4.5メートル　ܘ大࠷
大全長　50メートル࠷
上هҎ外のサイズについても、
ご相ஊに応じます。

5. ثػ࡞αΠズ

高圧ガス特定設備製造ڐ可工場
各種ボイラー製造ڐ可工場
第一種圧力容ث製造ڐ可工場
ガス事業๏機ث製造ڐ可工場
特定外ஷ蔵タンク製造ڐ可工場

6. 造のڐೝՄ

ஷଂ૧

Խֶプラント͚ౝ
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加圧リーフ

テスト

細孔径選定

ヤングフィルタ
ブローバックフィルタ

プレートドライヤ

シュナイダフィルタ
ヌッチェフィルタ

ダイナフィルタ試験機

ɹࡾඛԽػͷςεトઃඋʹ͍ͭͯ
三菱化工機では、処理物、物性やプロセスなどお客様の様々なご要望に対し、最適な固液分離機を提案致します。概ね次の
手順により機種選定を行います。
ᶃɹݻӷσʔλγʔτ

ラボテストの方案をたてるため必要となる処理物の情報を、31ページの「固液分離データシート」に記載の上、送付頂
きます。

ᶄɹϥϘςετ
比重差分離、フィルターろ過、遠心力、真空、加圧など、最適な分離方法や洗浄方法を選定するため、ボトルテストやリー
フテストを行います。ご希望の処理量に応じて各機種の型番を推定します。

ᶅɹ࣮ػςετ
ラボテストの結果を検証するために、小型実機を用いたテストを行います。テスト結果をもとにスケールアップを行い、
最適な型番を提案致します。

ラボテスト機と実機は本社の実験室と実験工場に所有しております。お客様に立ち会いいただき、テストを行うことも可能です。

下記テストフローに記載の機種以外にもお客様のご要望にあった製品を提案致します。スクリーン、ストレーナ、サイドエント
リーミキサ、トップエントリーミキサについては、別途ご相談ください。

ʲテストフローʳ
ラボテスト ࣮機テストʢ一ྫʣ
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Θ͕ͨͨͪ͠Βࣾ͢ձでɺਫૉɺ࠶ੜՄΤωϧΪーͳͲのクリーンΤωϧΪー
のڅڙΛ͡Ίとͯ͠ɺਫŋେؾͳͲのڥٿʹ҆৺・҆શͳࣾձの࣮ٻ͕ݱΊΒΕ
͍ͯ·͢ɻ
用͠ɺઈ͑ؒͳ͍৽ɺ׆ɺϊϋΛݧܦɺ͜Ε·でഓͬͯきٕͨज़ɺػඛԽࡾ
৽ٕज़の։ൃɺվྑʹΑΓɺ৽͍࣌͠のχーズʹ͓応͑͠ɺ৽͍͠ۀࣄ分ʹੵ
తʹνϟレンジ͠ɺ͓٬༷͔Βのご要望ʹ͓応͑できるɺٕज़ɺαーϏスのఏۃ
ɻ͢·͍ͯ͠ࢦΛڙ

ʮͷͮ Γ͘ʯͱ
ʮΤϯδχΞϦϯάʯͰ
ࣾձʹ͢ݙߩΔ

ʮͷͮ Γ͘ʯͱ
ʮΤϯδχΞϦϯάʯͰ
ࣾձʹ͢ݙߩΔ

ඛόΠオΨスシスςϜࡾ

のごհۀࣄɺプラントۀࣄڥ

SJ

ੜषஔ S/G（ସఱવΨス）造ஔ খ型ਫૉ造ஔ  HZGFiB
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Θ͕ͨͨͪ͠Βࣾ͢ձでɺਫૉɺ࠶ੜՄΤωϧΪーͳͲのクリーンΤωϧΪー
のڅڙΛ͡Ίとͯ͠ɺਫŋେؾͳͲのڥٿʹ҆৺・҆શͳࣾձの࣮ٻ͕ݱΊΒΕ
͍ͯ·͢ɻ
用͠ɺઈ͑ؒͳ͍৽ɺ׆ɺϊϋΛݧܦɺ͜Ε·でഓͬͯきٕͨज़ɺػඛԽࡾ
৽ٕज़の։ൃɺվྑʹΑΓɺ৽͍࣌͠のχーズʹ͓応͑͠ɺ৽͍͠ۀࣄ分ʹੵ
తʹνϟレンジ͠ɺ͓٬༷͔Βのご要望ʹ͓応͑できるɺٕज़ɺαーϏスのఏۃ
ɻ͢·͍ͯ͠ࢦΛڙ

ʮͷͮ Γ͘ʯͱ
ʮΤϯδχΞϦϯάʯͰ
ࣾձʹ͢ݙߩΔ

ʮͷͮ Γ͘ʯͱ
ʮΤϯδχΞϦϯάʯͰ
ࣾձʹ͢ݙߩΔ

ඛόΠオΨスシスςϜࡾ

のごհۀࣄɺプラントۀࣄڥ

SJ

ੜषஔ S/G（ସఱવΨス）造ஔ খ型ਫૉ造ஔ  HZGFiB
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本 社 〒210-8560 川崎市川崎区大川町2番1号
TEL:044-333-5362 FAX：044-333-6148

産業機械営業部 〒212-0013 川崎市幸区堀川町580  ソリッドスクエア東館
TEL:044-333-5382 FAX：044-577-7758
mkkkikai@kakoki.co.jp

大 阪 支 社 〒541-0042 大阪市中央区今橋2丁目5番8号 トレードピア淀屋橋
TEL:06-6231-8001 FAX：06-6222-4997

川 崎 工 場 〒210-8560 川崎市川崎区大川町2番1号
TEL:044-333-5357 FAX：044-366-4273

鹿 島 工 場 〒314-0255 茨城県神栖市砂山8番地
TEL:0479-46-1151 FAX：0479-46-3887

https://www.kakoki.co.jp

mailto:mkkkikai@kakoki.co.jp
https://www.kakoki.co.jp/
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